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１．研究計画の概要 
 わが国金融機関を主要対象に、市場競争・
地域金融・企業成果・ステークホルダー対応
戦略などＴＣＳＲ（総合的な企業の社会的責
任）問題について計量経済分析をおこなう。 
 
２．研究の進捗状況 
 （１）文献サーベイとアンケート調査は概 

ね終了し、事業会社および金融機関における 

ＣＳＲ（社会的責任）のケースに関して、補 

完的追加的な先行研究および文献研究をお 

こなっている。 

（２）地方銀行・第二地方銀行、信用金庫 

および信用組合の各機関に対しておこなっ

たＣＳＲに関する実態把握のためのアンケ

ート調査を終了し、データ分析をおこなって

いるところである。  

  （３）それらと並行して、定性分析に資す 

るねらいでケーススタディとしてのヒアリ 

ング調査をおこなっており順調に推移して 

いる。 

（４）地域社会から付託された金融機関の 

基本的役割として、融資等の事業活動にもと

づく顧客企業との取引関係について、中小企

業金融に関する計量分析を含む分析・考察を

おこない、国際比較分析をおこなった。  
（５）中小企業金融および地域金融機関行

動等に関する分析成果を参考にしながら、市
場競争等に関する分析に入っており現在進
行中である。 
 
３．現在までの達成度 
①おおむね順調に進展している。 
 アンケート調査およびヒアリング調査が
おおむね順調に推移したこと等によるが、今
後も必要に応じて若干の補完的な調査をお
こなうとともにデータ分析を継続しておこ
なう予定である。  
 
４．今後の研究の推進方策 
 調査データに基づく計量経済分析の継続
実施とそれらの成果を論文としてまとめる
とともに、諸学会・研究会での発表をおこな
う予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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